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『世界子供白書2007』のテーマは「子ども特に女の子と女性」です。
女の子や女性が教育を受け、生きる力をつけることは貧困を改善する力となり、
子どもが健やかに育つことができる確実な方法になるからです。

「ミレニアム開発目標」の
実現をめざして

子どもの健康と健やかな成長を実現するために国際社会

が「ミレニアム開発目標（＊）」を発表してから6年。ユニ

セフは【表1】のように、「ミレニアム開発目標」の実現を

目標として日々活動に取り組んでいます。しかし、現状の

ままでは、約束の2015年までの達成は非常にむずかしい

と言われています。

『世界子供白書2007』では、女の子や女性が教育を受

け、生きる力をつけることが、これらの目標実現のために

重要なカギになると述べています。

（＊）2000年9月に開催された国連ミレニアム・サミットで採択された国連
ミレニアム宣言に示された課題と、90年代に採択された国際開発目
標を共通の枠組みとしてまとめたもの。

教育を受けて生きる力をつける
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極度の貧困と飢餓の撲滅 

 

普遍的初等教育の達成 

 

ジェンダー平等の推進と女性の地位向上 

 

子どもの死亡率の削減 

 

妊産婦の健康の改善 

 

HIV／エイズ、マラリア、その他疾病の蔓延防止 

 

（国連ミレニアム宣言第6章より）国難な状況にある人びとの保護 

 

環境の持続可能性の確保 

 

開発のためのグローバル・パートナーシップの推進 

子どもの生存と成長 

 

 
 

基礎教育とジェンダー格差の是正 

 

 
 

HIV／エイズと子ども 

 

 

子どもの保護： 

暴力・搾取・虐待の防止と対策 

 
 

子どもの権利のための政策分析と政策提言 

及びパートナーシップ 

■十分なケアを乳幼児に 
保健や栄養の強化、水と衛生の改善、家族やコミュニティへの
支援、緊急事態への対応の整備 
 
■すべての子どもに教育を 
女子教育の強化、就学前教育・親による育児の改善、学校で
の水・衛生の改善、緊急事態での学校の復興 

 
■HIV／エイズとたたかう 
HIV／エイズが子どもに与える影響を考え、感染防止、治療、
ケアに重点をおく 

 
■子どもを守る 
子どもにふさわしい環境をつくる、データ収集と分析、法律の
整備や確実な法の執行、武力紛争や自然災害から子どもを守る 
 
■子ども最優先をともにめざして 
「子ども最優先」に則った法律や予算､ 政策をつくり、実行など
ができるように国を支援、子どもへの投資の拡大、意思決定に
子どもや若者を参加させる 

※上記の直線は関連性をあらわしています。 

ミレニアム開発目標 ユニセフの具体的な活動 ユニセフの計画（2006－2009）重点分野 

【表1】「ミレニアム開発目標」とユニセフの活動

女の子と女性の 
充実した人生が 
目標達成の重要なカギ 

女の子と女性の 
充実した人生が 
目標達成の重要なカギ 
―『世界子供白書2007』より 
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差別に苦しむ
女の子と女性たち

多くの開発途上国では、女の子や女性はさまざまな差別

を受けてきびしい状況におかれています。貧困生活の中で、

享受できる最低限の機会さえ限られています。たとえば、

【表2】のように、就学年齢で小学校に入学する割合をみる

と、男の子に比べ女の子が低くなっています。女の子は家

の手伝いや幼いきょうだいの世話をしなくてはならなかっ

たり、親が決めた相手と若い年齢で結婚させられたりする

からです。学校に通うことができれば、文字の読み書きや

計算を覚え、生きていくために大切な知識をたくさん身につ

けることができます。

開発途上国において女の子や女性が教育を受け、生きる

力を身につけることは生活を

改善し、貧困からぬけ出す大

きな原動力になります。たと

えば、【表3】のように、多く

の夫が家計の支出をひとりで

決めてしまう場合があるので

すが、女性が使い道を決めら

れるようになると、子どもの

ために使えるようになります。

そして、母親から適切なケア

を受け、十分な教育を受けた

子どもは健康で自信を持った

おとなに成長できるのです。

女の子と女性の充実した人生は
子どもの幸福を実現する

地域社会（コミュニティ）などの改善のために意見を出

したり尽力したりすることで人びとの協力が得られると、

女の子や女性たちの生活はさ

らにより良く改善されます。

そして女性たちの経験や活動

の大きな成果が子どもにもた

らされていきます。

アン・ベネマン ユニセフ事

務局長は「女性が力を持ち、

充実した人生を送れるように

なれば子どもや家族によい影

響があります」と述べていま

す。そのためには教育の充実、

法律の整備、女性どうしの連

携、男の子や男性の理解と協

力など、社会全体での取り組みが必要です。そして、政府、

NGO、国連機関、支援者などが支援をしていくことが重

要です。

女の子と女性の充実した人生を実現することは、未来を

担う子どもたちの幸福を実現することになるのです。

さまざまな差別を受け、
きびしい生活をおくる女性たち
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地域での活動に取り組む女性たち
©UNICEF/HQ06-0982/
Shehzad Noorani

女性の充実した人生は子どもに幸福をもたらす
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男の子の割合 

女の子の割合 

単位=％ 
0 20 40 60 80 100

サハラ以南のアフリカ 

東部・南部アフリカ 

西部・中部アフリカ 

中東と北アフリカ 

南アジア 

東アジアと太平洋諸国 

ラテンアメリカとカリブ海諸国 

中部・東部ヨーロッパ、 
独立国家共同体 

出典 :世界子供白書2007
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【表2】就学年齢で小学校に入学する子どもの割合
（地域別）

出典 :世界子供白書2007

割合=％ 
0 10 20 30 40 50 60 70 80地　域 国　名 

サハラ以南の マラウイ            65.7 
アフリカ          タンザニア           45.9 

中東と北アフリカ
 ヨルダン       　　31.2 

 エジプト       24.3 

南アジア
 バングラデシュ          34.2 

 ネパール        30.3 

東アジアと フィリピン   9.0 
太平洋諸国 インドネシア 2.4 

ラテンアメリカと コロンビア     13.7 
カリブ海諸国 ボリビア  6.7 

中部・東部ヨーロッパ、 アルメニア      18.0 
独立国家共同体 トルクメニスタン    10.9 
 

【表3】夫が日々の家計支出の決定を自分ひとりで行っていると答えた女性の割合
（2000～2004）

世界子供白書2007のご案内
『世界子供白書2007』日本語版をご希望の方
には1部まで郵送料ともに無料でご提供します。

蘆お問い合わせは学校事業部へ

TEL: 03-5789-2014
FAX: 03-5789-2034
E-mail: se-jcu@unicef.or.jp




